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SIDS in HPV programme & CCAP 

SIAM 29, 20/10/2009 

選択的初期評価プロファイル（ITAP） 

 

1,2-ベンゼンジカルボン酸 ジ-C7-11-分岐および直鎖アルキルエステル類 

（ジ（ヘプチル、ノニル、ウンデシル）フタラート） 

 

物質名：1,2-Benzenedicarboxylic acid, 

di-C7-11 -branched and linear alkyl esters  

(Di(heptyl, nonyl, undecyl) phthalate)  

CAS No.：68515-42-4 

 

 

 

 

 

選択的評価の結果の要旨 

 

註記：この評価は次のヒトの健康エンドポイントを扱うことに対象を絞っている：生殖毒性および発生毒

性。この報告を完全なSIDS 初期評価とみなすことはできない。ばく露に関する要約した情報もここでは報

告されている。ヒトの健康および環境に関する他のエンドポイントがカナダのスクリーニング評価書に含ま

れているが、OECD加盟国によっては合意されていないので、このプロファイルには含まれない。最終的な

スクリーニング評価はカナダ政府の責任のもとに公開されている。 

http://www.chemicalsubstanceschimiques.gc.ca/challenge-defi/batch-lot-6/index-eng.php#final 

 

選択的評価の合理的根拠 

カナダ政府は、1999年から2006年9月にかけてカナダ環境保護法、1999年(CEPA 1999)の要求に応じ、そ

のDSL(Domestic Substances List；国内物質リスト)の23000化学物質の全ての”カテゴリー化”または、優先

順位付けを行った。カナダの産業界、学術的研究、および他の国々からの情報を用いて、カナダ政府の科学

者たちはDSLの23000化学物質に一連の厳密なツールを適用した。それらの化学物質は、特定するために次

のようにカテゴリー化された：ヒトまたは環境に本質的に毒性があり、恐らく難分解性であり、または蓄積

性である物質；人々がばく露する可能性が最大である物質。この優先順位付け実施の際に、ヒトおよび環境

に対する懸念の可能性のある物質を特定するために明確な手法が用いられた、そして続く評価作業がヒトの

健康エンドポイントまたは生態エンドポイントのいずれかに焦点を当てているかもしれない。カテゴリー化

を通じて、カナダ政府は、それらの用途、または放出を管理するために、追加の評価、調査または測定のた

めに優先順位としてDSLの23000化学物質中の約4000物質を特定している。 

 

この1,2-ベンゼンジカルボン酸、ジ-C7-11分岐および直鎖アルキルエステル、またはジ(ヘプチル、ノニル、

ウンデシル)フタラート(DHNUP)は、ヒトの健康リスク評価の優先性が高いと推定された。その理由は、こ

の物質のばく露の可能性が中程度であるとみなされ、ECによって、生殖および発生毒性に基づき分類されて
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いるからである(発生毒性カテゴリー2、リスク警句R61(胎児に有害であるおそれがある)、および生殖毒性カ

テゴリー3、リスク警句R62(受胎能力を害するリスクの可能性)）。 

 

物質の特定 

DHNUP、CAS RN 68515-42-4は以下の６つの構成成分を含んでいるフタル酸エステル類の混合物である。 

CAS RN 名 称 

3648-20-2 1,2-ベンゼンジカルボン酸、ジウンデシルエステル、直鎖状のみ 

68515-44-6 1,2-ベンゼンジカルボン酸、ジヘプチルエステル、分枝状および直鎖状 

68515-45-7 1,2-ベンゼンジカルボン酸、ジノニルエステル、分枝状および直鎖状 

111381-89-6 1,2-ベンゼンジカルボン酸、ヘプチルノニルエステル、分枝状および直鎖状 

111381-90-9 1,2-ベンゼンジカルボン酸、ヘプチルウンデシルエステル、分枝状および直鎖状 

111381-91-0 1,2-ベンゼンジカルボン酸、ノニルウンデシルエステル、分枝状および直鎖状 

 

この混合物を示すのに使われる名称に関して違いがある。欧州では、複合体のCAS RN 68515-42-4が通常

DHNUPを示すのに用いられる。しかし、上記リストのCAS RNも欧州では引用される。米国では、上記のす

べての個々のCAS RNを一緒に記載することでDHNUPがより頻繁に表示される。US EPAは市販品DHNUP

の試験物質は上記６つのCAS RN類の混合であり、CAS RN68515-42-4で記述されないと考えている。 

 

DHNUPの一部の一般名や商品名も、類似のフタル酸エステル類混合物または個々のフタル酸エステル類

の異なるCAS RNを表しているかもしれないことに留意すべきである。例えば、一般名711Pは、DHNUPま

たは分岐あるいは直鎖の1,2-ベンゼンジカルボン酸(C7、C11)エステル(CAS RN 111381-90-9）について言及

することがある。CAS RN 11381-90-9を除くDHNUP構成成分は、商業的に個別の製品として販売されてい

ることが知られている。DHNUPの変動しやすい組成に起因して、単一の個々の分子構造はDHNUPを真に

表すことがあり、よって、上記の代表的構造の使用は、物理化学的特性のモデル化に限定されたことは考え

られない。 

 

物理化学的特性 

物質DHNUPは室温で液体、測定値の融点が-57℃、測定値の沸点が235℃～278℃、測定値の蒸気圧が＜10 

Pa(20℃)である。測定値のオクタノール-水分配係数(logKow)が4.8、測定値の水溶解度が0.1 mg/L(20℃)である。 

 

ヒトの健康の選択的エンドポイント 

ほとんどin vitro試験はラットで行われており、マウスで行われた試験はわずかであった。一方、ほとんど

の試験はCAS RN 68515-42-4で報告されており、一部がDHNUPの6つの構成成分の1つであるCAS RN 

3648-20-2に関するものである。DHNUPの他の構成成分についての毒性学的データは確認されなかった。 

 

生殖毒性のガイドライン試験は確認されなかった。生殖能に関する潜在的影響についてのデータは、反復

投与試験から得られた。生殖毒性は、ラットへの21日間にわたるCAS RN 68515-42-4の摂餌投与後の2416 

mg/kg bw/日における軽度な精巣萎縮と精巣重量の減少の形で観測された(LOEL=2416 mg/kg bw/日)。これ

は＞2416 mg/kg bw/日のLOAELを示唆している。1159 mg/kg bw/日では影響は全く観察されなかった

(NOEL)。CAS RN 3648-20-2に関しては、ラットのNOELは2495 mg/kg bw/日と報告された。 

 

ジ-711-フタル酸エステル(以下のCAS RN：111381-89-6、111381-90-9、111381-91-0、68515-44-6、
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68515-45-7および3648-20-2を構成すると考えられる)の妊娠期間中の雌ラットへの1000 mg/kg bw/日（最小

有害性影響量「LOAEL」での経口投与後に、催奇形性と胚毒性影響の高発生率が観察された(発生毒性試験

において)。この用量で観察された他の影響としては、母獣の体重減少と体重増加減少、肝臓と腎臓の相対重

量の増加および子宮重量の著しい減少がある。これらの影響は200 mg/kg bw/日では観察されなかった

(NOAEL)。Santicizer711(試験の著者によりSanticizer711はCAS RN 68515-42-4とされている)を用いたラ

ットについての他の試験で、母獣毒性なしでの胎仔の平均体重の有意な減少に基づき、5000 mg/kg bw/日の

LOAELが報告された。 

 

DHNUPは、ヒトの健康エンドポイント、すなわち発生および生殖毒性に対する有害性(催奇形性、胚毒性影

響、精巣萎縮と精巣重量の低下)を示す特性を有する。 

 

ばく露に関する概要情報 

DHNUPは主に可塑剤用途に使用される。 カナダにおいては2006年の報告年以降継続して、一つの用途が

特定された、すなわち電線と電話線の絶縁体の可塑化である。 可塑剤として、DHNUPは、ビニル樹脂類の

コポリマーおよびホモポリマー、ニトリルゴム、塩素化ゴム、スチレン-ブタジエンゴム、セルロース、ネオ

プレン、ポリウレタン、アクリルラテックス、アルキド樹脂、無水マレイン酸およびグリセリンのロジン変

性ポリエステル樹脂を含むいくつかのポリマー樹脂と適合性がある。 

 

DHNUPは1970年代前半に世界中で導入された。 以下のDHNUPの用途が事実上、世界的、また歴史的と

して特定された。しかし、カナダではそれらが2006報告年以降に継続しているとは確定されなかった。ビニ

ル樹脂適用について、DHNUPは鉱山用張出し布（brattice cloth）や金属コイルのポリ塩化ビニルの被覆を

可塑化する。DHNUPは発泡用途のポリウレタンプレポリマーを工業的に可塑化する。自動車用の用途に関

して、DHNUPは可塑剤としての性能に加えて低揮発性シーラント材として、プレマーレスのウレタン接着

剤、ガラスおよびトランスミッション接着剤、制振塗料および外装トリムに用いられる。建材に関しては、

DHNUPはエラストマー系屋根とバリア塗料、ジオメンブレン、タール塗り防水布、防水セメント、木材目

止め剤、木および石の硬化剤、コーキング剤、サイジングシーラーおよびハイソリッドラッカーの可塑剤と

して用いられている。 最後に、DHNUPは高級スーツケースを可塑化するのに使用されると報告されている。 

 

カナダで実施した調査を踏まえて、2006暦年に10kg未満のDHNUPが大気および水中に放出されたと報告

された。DHNUPの非有害性廃棄物施設への一部の輸送が2006暦年にあったことも報告された。DHNUPは

カナダNPRI（汚染物質放出インベントリー）、または米国TRI（有害放出インベントリー）プログラムへの

報告義務はない；よってこれらの情報源からの放出情報は得られなかった。 
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